
＜対策のポイント＞
森林・林業に係る試験・研究や林木の優良な種苗の生産・配布等に必要な施設の改善等を行うことにより、これらの業務の円滑な実施を図ります。
＜事業目標＞
○ 森林及び林業に関する総合的な試験・研究及び林木育種事業を着実に推進。
○ 国立研究開発法人森林研究・整備機構中長期目標の達成。

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

（国研）森林研究・整備機構の業務の適切かつ効率的な実施及び職員の安
全の確保のため、中長期計画に基づいて業務運営に必要な次の施設の整備を
行います。

○ エネルギーセンター部分改修
森林総合研究所研究本館の空調設備を、従来の中央熱源方式から個別熱源
方式へ部分的に切り替えることにより、熱エネルギーロスを低減し、光熱費の削減
等を図ります。

○ 東北支所鳥獣実験室浄化槽更新
老朽化した東北支所鳥獣実験室浄化槽（単独処理浄化槽）を、合併処理浄
化槽へ更新するための設計を行います。

○ 多摩森林科学園森の科学館外壁等改修
経年による老朽化が著しい多摩森林科学園森の科学館において、特に腐朽等の
劣化が甚だしい外壁等の改修を行います。

国立研究開発法人森林研究・整備機構 施設整備費補助金（継続）
【令和６年度予算概算決定額 235,417（313,739）千円】

［お問い合わせ先］林野庁研究指導課（03-6744-2312）

＜事業の流れ＞

国 国立研究開発法人森林研究・整備機構
定額

【多摩森林科学園森の科学館外装等改修】

【東北支所鳥獣実験室浄化槽更新】

老朽化した既存の単独処理浄化槽

腐食した玄関ポーチ柱（化粧板で隠している）

雨漏りにより
断熱材が水を
吸収して腐食し、
断熱機能を果た
していない。

※撮影のため外壁の板を一時的に外している。

【エネルギーセンター部分改修】 空調設備を、従来の中央熱源方式(左)※から個別熱源方式(右)に改修
※研究所のボイラや冷凍機は別棟のエネルギーセンターに設置して
いるため、そこからの配管で熱エネルギーロスが発生する。
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